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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公表番号】特表2012-516140(P2012-516140A)
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【出願番号】特願2011-546814(P2011-546814)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   4/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/08     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/76     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/74     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ   4/00    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   7/08    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０１　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  35/76    　　　　
   Ａ６１Ｋ  35/74    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年1月25日(2013.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１００ｎＭ未満のＩＣ50値を有する少なくとも３つの異なるＨＬＡ－ＤＲ対立遺伝子に
よりコードされるＭＨＣクラスＩＩ分子を結合できるオリゴペプチド配列を含む単離ポリ
ペプチドであって、オリゴペプチド配列がＡＸ1ＦＶＡＡＸ2ＴＬＸ3ＡＸ4Ａ（配列番号１
）を含み、
　－　Ｘ1がＹ、Ｈ、Ｉ、Ｅ、Ｎ、ＱおよびＫからなる群から選択され；
　－　Ｘ2がＦ、Ｎ、ＹおよびＷからなる群から選択され；
　－　Ｘ3がＨであり；
　－　Ｘ4がＡであり；



(2) JP 2012-516140 A5 2013.3.14

ここで前記オリゴペプチド配列が配列番号３と比較して、改善されたプロテアーゼ耐性お
よび／または免疫原性を示す、単離ポリペプチド。
【請求項２】
　前記オリゴペプチドが配列番号２３、２９、４７、５４、６６、６７、６９および７２
からなる群から選択されたオリゴペプチド中の１３個のアミノ酸残基Ｃ末端フラグメント
と同一のアミノ酸配列を有する、請求項１に記載の単離ポリペプチド。
【請求項３】
　前記ポリペプチドがオリゴペプチドに加えて未変性ポリペプチド配列の大部分を含んで
いる、請求項１または２に記載の単離ポリペプチド。
【請求項４】
　前記未変性ポリペプチド配列がヒトＴＮＦα由来のものである、請求項３に記載の単離
ポリペプチド。
【請求項５】
　前記オリゴペプチドに加えて、少なくとも１つの抗原由来の複数のエピトープを含む、
請求項１または２に記載の単離ポリペプチド。
【請求項６】
　前記複数のエピトープが、複数のＣＴＬエピトープ、複数のＢ－細胞エピトープ、複数
のＴヘルパーリンパ球エピトープ、複数のＣＴＬおよびＢ細胞エピトープ、複数のＣＴＬ
およびＴヘルパーリンパ球エピトープ、複数のＢ細胞およびＴヘルパーリンパ球エピトー
プおよび複数のＢ細胞、ＣＴＬおよびＴヘルパーリンパ球エピトープから選択されている
、請求項５に記載の単離ポリペプチド。
【請求項７】
　前記エピトープが１つの単一抗原タンパク質に由来するものであるか、あるいは同じ種
に任意に由来する少なくとも２つの異なる抗原タンパク質に由来するものである、請求項
５または６に記載の単離ポリペプチド。
【請求項８】
　前記ポリペプチドが１００個以下のアミノ酸を有する、請求項１、２および５～７のい
ずれか一項に記載の単離ポリペプチド。
【請求項９】
　前記ポリペプチドが、ＭＨＣ分子を結合できるオリゴペプチド配列と重複しない第２の
オリゴペプチド配列を含む、請求項１または３または５～８に記載の単離ポリペプチド。
【請求項１０】
　前記第２のオリゴペプチド配列がＣＴＬ配列またはＢ細胞エピトープを含む、請求項９
に記載の単離ポリペプチド。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載のポリペプチドをコードする単離ポリヌクレオチ
ド。
【請求項１２】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載のポリペプチドをコードする単離ポリヌクレオチ
ドに対して作動的に連結されたプロモータを含む核酸を含む単離ベクター。
【請求項１３】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載のポリペプチドをコードする単離ポリヌクレオチ
ドに対して作動的に連結されたプロモータを含む核酸を含む細胞。
【請求項１４】
　単離細胞である、請求項１３に記載の細胞。
【請求項１５】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載のポリペプチドと抗原を含む組成物。
【請求項１６】
　前記抗原が第２のポリペプチドまたは非タンパク性抗原である、請求項１５に記載の組
成物。
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【請求項１７】
　前記抗原が炭水化物である、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　さらに生理学的に許容される賦形剤を含む医薬組成物の形態における、請求項１５～１
７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１９】
　医薬として用いられる、請求項１～１０のいずれか一項に記載のポリペプチド、請求項
１１に記載のポリヌクレオチド、請求項１２に記載のベクター、請求項１３または１４に
記載の細胞、あるいは請求項１５～１８のいずれ１項に記載の組成物。
【請求項２０】
　免疫応答を刺激する方法に用いられる、請求項１～１０のいずれか一項に記載のポリペ
プチド、請求項１１に記載のポリヌクレオチド、請求項１２に記載のベクター、請求項１
３または１４に記載の細胞、または請求項１５～１８のいずれ１項に記載の組成物であっ
て、該方法が、動物に対して有効量の前記ポリペプチドまたはポリヌクレオチド、あるい
は非病原性ウイルスまたは微生物を投与するステップを含み、ここで該ウイルスまたは微
生物は請求項１１に記載のポリヌクレオチドが形質転換されている、ポリペプチド、ポリ
ヌクレオチド、ベクター、細胞、または組成物。
【請求項２１】
　前記動物がヒトである、請求項２０に記載のポリペプチド、ポリヌクレオチド、ベクタ
ー、細胞、または組成物。
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